
 

 

事 業 概 況 説 明 書 

 

沿 革 Ⅰ．（任意団体当時） 

    昭和２６年１０月 

      戦後７年の空白の後、航空再開の喜びの日を迎えて、全国のグライダーマンが協力して活動を始め 

      るため、日本グライダークラブと日本グライダー協会を設立し、東京都港区新橋１－１８－１飛行 

      館に事務所をおいた。 

 

    昭和２７年～３０年 

      玉川飛行場を基地として、練習活動を開始した。 

昭和 27年 5月 3日、二子玉川スピードウェイで「電建号」JA2001鷹七型ソアラーを藤倉三郎、清水六之助

氏各 1 回づつの戦後初飛行を行った。飛行方式は滑車に取り付けたワイヤーの中央部を自動車で引く方法

で自動車の速度の 2倍の曳航速度を得るように工夫した方法が取られた。飛行高度は両飛行も 10ｍ程度で

あった。この鷹七型ソアラーは昭和32年頃まで日本､唯一の第II種グライダーとして当クラブで活躍した. 

 

    昭和３１年～３６年 

      神奈川県藤沢飛行場に基地を移し、昭和３６年に同飛行場が荏原製作所に買収されるまで、活動を 

      続けた。事業内容は、諸外国からかなりおくれていた練習方法を改善し関係機材の改良、グライダー 

      パイロットの養成等であった。 

 

    昭和３６年～４３年 

      群馬県邑楽郡板倉町西岡新田地先の渡良瀬川河川敷に渡良瀬滑空場を開設し活動を続けた。 

 

    昭和４３年６月 

      第１１回世界競技（ポーランド）に日本チームとして出場 

 

    昭和４４年６月 

      全米グライダー選手権に日本チームとして出場 

 

    昭和４４年８月 

      渡良瀬滑空場は東北縦貫自動車道が場内を横断着工のため閉鎖し、板倉町大字除川地先の渡良瀬川 

      河川敷に板倉滑空場を開設し、活動を再開し、現在に至る。 

 

    昭和４５年６月 

      第１２回世界競技（アメリカ）に日本チームとして出場 



 

沿 革 Ⅱ．（社団設立後） 

 

    昭和４５年８月 

      社団法人設立について、運輸大臣の許可を得た。 

 

    昭和４６年３月 

      日本小型自動車振興会の昭和４５年補助事業によって、格納庫も完成した。 

 

    昭和４６年５月２８日 

     「社団設立・格納庫完成・創立２０周年」の祝賀会を板倉滑空場で行った 

 

    昭和４７年６月 

      ユーゴのブルシャッワにおける第１３回世界競技に日本チームとして参加 

 

    昭和４９年１月 

      オーストラリアのワイケリーにおける第１４回世界競技に日本チームとして参加 

      ・モータグライダー講習会    ……… ７月２４日～２６日 

 

    昭和５０年 

      ・グライダー気象研修会     ……… ６月１４、２１、２８日、７月５日の４回 

      ・特殊無線技士（乙）受験研修会 ……… ９日間 

      ・モーターグライダー講習会   ……… ９日間 

 

    昭和５１年 

      ・グライダー気象研修会     ……… ３月２７日、５月２２日、９月１８日 

      ・グライダー操縦技術研修会   ……… ３月２７日、７月３１日 

      ・航空法改正とＭＧの運行解説  ……… ４月２４日 

      ・グライダーの整備・検査研修会 ……… ５月２２日、８月２１日、１０月２３日、 

      ・グライダー航法研修会     ……… ６月１９、２６日、７月３、１０日の４回 

      ・グライダーの記録管理研修会  ……… ８月２１日 

 

    昭和５２年 

      ・記録飛行会          ……… ４月に５日間 

・初滑空２５周年記念祝賀会   ……… ５月１日 

・グライダー気象研修会     ……… ３月１９日、５月２１日、９月１７日、 

                      １１月１９日の４回 

      ・航空法関係研修会       ……… ６月２５日、７月９、１６日の３回 

 

    昭和５３年 

      ・グライダー気象研修会     ……… ４月２２日、１１月２５日 

      ・研究事業として、ウインチ曳行索用スリーブの研究を開始した。 

 

    昭和５４年 

      ・第４回関宿ミーティングに参加 ……… ４月２９日～５月６日 

      ・モーターグライダー教室    ……… ２、３、４、７月の日曜日に実施 

      ・滑空機指導員安全教育研修会  ……… 航空局後援により、学科だけを８月１１日～１３日 

                          まで３日間、航空会館で開催した。 

      ・特殊無線技士（丙）受験研修会 ……… １０月２４日 

                          受験者２８名中３／４が国家試験に合格した。 

      ・研究事業 ……… 昨年度からの継続中のスリーブの実地テストは進行中、曳行索用安全装置の 

                設計も終了したが、資金難のため、試作は実現しなかった。 

 



 

    昭和５５年 

      昭和５５年度日本船舶振興会補助事業「滑空機指導員安全教育研修会」は、航空局のご後援により 

      第２回目は学科と実技の両方を実施できるようになり、下記のとうり実施した。 

       学科  東京会場  ７月２４日～２６日 ３日間  航空会館           ５６名 

 

       実技  板倉滑空場                               ２０名 

           第１期   ７月２７日～３０日 ４日間 

           第２期   ７月１４日～１７日 ４日間 

 

      ・特殊無線技士（乙・丙）受験研修会 ……… 航空会館  ３０名  合格率は９０％ 

      ・ソアリング夏期講座      ……… 「４人のグライダーパイロットの経験を聞く会」 

                            航空会館  ３０名  

      ・第５回関宿ミーティングに参加 ……… ４月２７日～５月５日  関宿滑空場 

      ・第１回関宿コンペ       ……… ８月１０日～１５日 

      ・第１回板倉コンテスト     ……… １１月１日～３日、２２日～２４日 

 

 

 

 

    昭和５６年 

      昭和５６年度日本船舶振興会補助事業「滑空機指導員安全教育研修会」は、航空局のご後援により 

      下記のとうり実施した。 

       学科  東京会場 ８月５日～７日   ３日間  航空会館        ９科目 ４８名 

           三重会場 ９月１３日     １日間  三重県文化教育会館   ５科目 ６５名 

 

       実技  板倉滑空場 

           前期   ８月 ８日～１１日 ４日間                  １０名 

           後期   ８月１３日～１６日 ４日間                  １０名 

 

・特殊無線技士（乙・丙）受験研修会 ……… ９月２６日  

                      新橋ビル地下２階第２会議室      ３０名 

      ・第２回ソアリング夏期講座     ……… 「国際競技に参加した３人のパイロットの話」 

                            航空会館６階第２研修室        ３０名 

      ・第６回関宿ミーティングに参加 ……… ５月２日～５日    関宿滑空場 参加機 ２５機 

      ・第１回Ｂ４コンペ       ……… ９月１２日～１５日  板倉滑空場 参加機  ５機 

 

    昭和５７年 

      昭和５７年度日本船舶振興会補助事業「滑空機指導員安全教育研修会」は、航空局のご後援により 

      下記のとうり実施した。 

       学科  東京会場 ７月３１日～８月１日 ２日間  中野サンプラザ    ６科目 ４０名 

           三重会場 ８月２８日～２９日  ２日間  三重県文化教育会館  ６科目 ６０名 

 

       実技  板倉滑空場 

           前期   ８月１２日～１５日 ４日間                  １２名 

           後期   ８月１９日～２２日 ４日間                  １１名 

 

・第２回板倉オープン      ……… ３月１９日～２２日  板倉滑空場 参加機 １２機 

・昭和５７年度 日本選手権   ……… ４月２９日～５月５日 板倉滑空場 参加機 １７機 

                    日本滑空協会主催   悪天候のため、不成立 

・第２回Ｂ４コンペ       ……… ９月２３日～２６日  板倉滑空場 

 



 

 

    昭和５８年 

      昭和５８年度日本船舶振興会補助事業「滑空機指導員安全教育研修会」は、航空局のご後援により 

      下記のとうり実施した。 

       学科  東京会場 ７月２日～３日   ２日間  港区赤坂アジア会館   ６科目 ４５名 

           三重会場 ７月９日～１０日  ２日間  三重県文化教育会館   ６科目 ７５名 

 

       実技  板倉滑空場 

           前期   ８月 ４日～ ７日 ４日間                  １０名 

           中期   ８月１１日～１４日 ４日間                   ６名 

           後期   ９月１５日～１８日 ４日間                  １１名 

 

・昭和５８年度 第１回日本選手権  期 間  ４月２日～１０日  ９日間 

                  会 場  板倉滑空場 

                  主 催 （社）日本滑空協会 

                  主 管 （社）日本グライダークラブ 

                  参加機  １０機 

・ソアリング夏期講座 

     開催日  ９月１０日 

     会 場  港区一の橋讃岐会館会議室 

           参加者  ４６名 

           講 演  ①「距離の日本記録を飛んで」  木村 玄三郎 氏 

                ②「中国の滑空界を訪ねて」   藤倉  三郎 氏 

                ③「世界選手権に参加して」   日本チーム 

                                  坂井 正一郎 氏 

                                  塩谷   仁 氏 

・第１回スタンダードコンペ     期 間  １０月８日～９日  中止 

                  会 場  板倉滑空場 

                  主 催 （社）日本グライダークラブ 

                  参加機  １０機 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

    昭和５９年 

中国における第４回国際交流グライダー競技会に参加 

 期 間   ５月２５日～６月８日 

会 場   河北省安陽 

主 催   中国体育服務公司 

       日本チーム 団長 藤倉 三郎  日本グライダーグラブ 

             選手 秋山 武彦  京浜ソアアリングクラブ 

                堀江 信之  紺碧ソアアリングクラブ 

                小田 基治  中国航空協会 

                中山登久茂  三重県航空協会 

        状 況   気象条件が競技に適さず、不成立に終わったが、日本チームは大歓迎を受け、スポーツ外交 

              の実を挙げた。 

 

      昭和５９年度日本船舶振興会補助事業「滑空機安全教育研修会」は、下記のとうり実施し、 

      例年以上の成果を挙げて無事終了した。 

       学科  山梨会場 ６月２３日～２４日 ２日間  山梨航空学園視聴覚室  ６科目 ８５名 

           三重会場 ７月１４日～１５日 ２日間  三重県文化教育会館   ６科目 ８０名 

 

       実技  板倉滑空場 

           前期   ８月 ３日～ ７日 ５日間                  １２名 

           後期   ８月１０日～１４日 ５日間                  １６名 

 

・ソアリング夏期講座 

     開催日  ６月３０日 

     会 場  港区一の橋 讃岐会館会議室 

           参加者  ５０名 

           講 演 「中国の第４回国際交流グライダー競技会に参加して」 

                       日本チーム   団長 藤倉 三郎 氏 

                               選手 秋山 武彦 氏 

                                  堀江 信之 氏 

                                  中山登久茂 氏 

・第２回板倉コンペ        期 間  ９月２２日～２３日 

                 会 場  板倉滑空場 

                 主 催 （社）日本グライダークラブ 

                 参加機  １１機 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

    昭和６０年 

・特殊無線技士（乙・丙）受験研修会 ……… 日 時  ９月２６日  午前１０時～午後８時 

                      会 場  新日本ヘリコプター株式会社 

                      主 催 （社）日本グライダークラブ 

                      協 力  新日本ヘリコプター株式会社 

                      参加者  ５０名 

・第３回日本選手権       期 間  ４月２７日～２９日 

                     ５月 ２日～ ６日  合計 ８日間 

                会 場  板倉滑空場 

                主 催 （社）日本滑空協会 

                主 管 （社）日本グライダークラブ 

                参加機  １５ｍクラス      ９機 

                     スタンダードクラス  １３機 

 

      昭和６０年度日本船舶振興会補助事業「滑空機安全教育研修会」は、下記のとうり実施した。 

       学科  山梨会場 ６月２２日～２３日 ２日間             ６科目 １００名 

           三重会場 ７月１３日～１４日 ２日間             ６科目  ５５名 

 

       実技  板倉滑空場 

           前期   ８月 ３日～ ７日 ５日間                  １５名 

           後期   ８月１０日～１４日 ５日間                  １５名 

 

・第３回板倉コンペ       期 間  ９月２１日～２３日 

                会 場  板倉滑空場 

                主 催 （社）日本グライダークラブ 

                参加機  ７機 

 

    昭和６１年 

      昭和６１年度日本船舶振興会補助事業「滑空機安全教育研修会」は、下記のとうり実施した。 

       学科  山梨会場 ６月２１日～２２日 ２日間             ６科目 １２０名 

           三重会場 ７月 ５日～ ６日 ２日間             ６科目  ４０名 

 

       実技  板倉滑空場 

           前期   ８月 １日～ ５日 ５日間                  １４名 

           後期   ８月 ９日～１３日 ５日間                  １５名 

 

・日本滑空選手権クラブ級    期 間  ９月２０日～２３日 

                会 場  板倉滑空場 

                主 催 （社）日本滑空協会 

                主 管 （社）日本グライダークラブ 

                参加機  １４機 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

    昭和６２年 

      昭和６２年度日本船舶振興会補助事業「滑空機安全教育研修会」は、下記のとうり実施した。 

       学科  山梨会場 ６月２０日～２１日 ２日間             ６科目 １００名 

           三重会場 ７月 ４日～ ５日 ２日間             ６科目  ５０名 

 

       実技  板倉滑空場 

           前期   ８月 １日～ ５日 ５日間                  １３名 

           後期   ８月 ６日～１０日 ５日間                  １４名 

 

・第２回 日本スカイダイビングＲＷ選手権  期 間  ８月２１日～２３日 

                      会 場  板倉滑空場 

                      主 催  日本ＲＷパラシュート協会 

                      後 援 （社）日本グライダークラブ 

                      参加者  ４０名 

 

      ・赤十字飛行隊関東地区合同訓練       会 期  ９月２３日 

                      会 場  板倉滑空場 

                      共 催 （社）日本グライダークラブ 

                           赤十字飛行隊 

                      参加機  小型機    １４機 

                                  ヘリコプター  ３機 

 

    昭和６３年 

      昭和６３年度日本船舶振興会補助事業「滑空機安全教育研修会」は、下記のとうり実施した。 

       学科  山梨会場 ６月１９日                     ３科目 １００名 

           東京会場 ６月２５日                     １科目  ５６名 

           三重会場 ６月２６日                     ３科目  ４０名 

 

       実技  板倉滑空場 

           前期   ８月 １日～ ５日 ５日間                  １４名 

           中期   ８月 ６日～１０日 ５日間                  １２名 

           後期   ８月１１日～１５日 ５日間                  １３名 

 

    平成元年 

      平成元年度日本船舶振興会補助事業「滑空機安全教育研修会」は、下記のとうり実施した。 

 

       学科  東京会場 航空会館  午後６時～９時 

               １０月１３日 黒田  勲 氏 「グライダー事故とヒューマンファクター」 

               １０月２８日 清水 秀祐 氏 「航空身体検査について」 

               １１月１８日 野口 常夫 氏 「ダイナミックソアリング」 

 

       実技  板倉滑空場 

           第１期  ８月 ３日～ ８日 ６日間                  １４名 

           第２期  ８月 ９日～１５日 ７日間                  １２名 

           第３期  ８月１５日～１７日 ３日間                   ７名 

           第４期 １０月２８日～２９日 ２日間                   ６名 

 

 

 

 

 



 

    平成２年 

      平成２年度日本船舶振興会補助事業「滑空機安全教育研修会」は、下記のとうり実施した。 

       オーラルを主とした研修会 上級コース 

           期 間   ４月２９日～５月６日 

           会 場   板倉滑空場 

           参加者   １２名 

 

       実技研修会     板倉滑空場 

           上級コース ７月３０日～８月 ６日                    ８名 

           教証コース ８月 ８日～８月１５日                    ９名 

           上級コース 平成３年１月２日～７日                   １３名 

 

    平成３年 

・第８回 クラブクラス日本選手権  期 間  ４月２７日～２８日，５月３日～６日 

                 会 場  板倉滑空場 

                 主 催 （社）日本滑空協会 

                 主 管 （社）日本グライダークラブ 

                 参加機  １９機 （選手 ２４名） 

 

      平成３年度日本船舶振興会補助事業「滑空機安全教育研修会」は、下記のとうり実施した。 

       実技研修会     板倉滑空場 

       （夏期）教証コース ７月３１日～８月 ７日 

           上級コース ８月１０日～１３日（補修コース） 

           上級コース ８月１４日～２０日 

           教証コース ９月１５日～１６日 

 

       （冬期）上級コース 

                 平成４年１月３日～１１日                    １２名 

           教証コース 

 

指定養成施設教育実績 

自家用操縦士技能証明（滑空機・上級 課程） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５６名 

             技 能 審 査 結 果         備       考 

  期 別  入所者数 

            受験者数 合格者数 合格率％ 訓練所 実施月 通産期別  その他 

テストコース   １０   １０   １０ １００  板 倉   １    １ 

平成３年１期   １０   １０   １０ １００  板 倉   ８    ２ 

平成３年２期    ４    ４    ４ １００  仙 台  １１    ３ 

平成３年３期    １    １    １ １００  伊 勢  １２    ４ 

 合 計     ２５   ２５   ２５ １００  ☆☆☆  ☆☆    ４ 



 

    平成４年 

・第９回 クラブクラス日本選手権  期 間  ４月２９日～５月５日 

                 会 場  板倉滑空場 

                 主 催 （社）日本滑空協会 

                 主 管 （社）日本グライダークラブ 

                 参加機  ２５機 （選手 ３２名） 

 

      平成４年度日本船舶振興会補助事業「滑空機安全教育研修会」は、下記のとうり実施した。 

 曳航研修会（学科講演会） 

     開催日  ７月１１日 

     会 場  東京都港区 航空会館 

           参加者  ５５名 

           講 演  寺本 道生 氏 「飛行機曳航について」 

                長江  努 氏 「グライダー事故」 

                黒田  勲 氏 「楽しく長く安全に飛ぶために」 

 曳航研修会（実技） 

     開催日  １０月２５日 

     場 所  板倉滑空場 

     講 師  鈴木 康一 氏 

           参加者  １０名 

 

       実技研修会     板倉滑空場 

       （夏期）補修コース ７月３１日～８月 ２日                     

           上級コース ８月 ３日～１０日                       

           上級コース ８月１１日～２０日                       

           教証コース ９月１１日～２０日                       

 

       （冬期）補修コース １２月２６日～１２月２８日 

           上級コース 平成５年１月２日～９日                     １１名 

           教証コース 平成５年１月２日～９日  

 

 グライダー教室   期  間  １０月３日～平成５年２月６日 

                 開催場所  板倉滑空場 

                 参加人員  ７０名 

 

指定養成施設教育実績 

自家用操縦士技能証明（滑空機・上級 課程） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             技 能 審 査 結 果         備       考 

  期 別  入所者数 

            受験者数 合格者数 合格率％ 訓練所 実施月 通産期別  その他 

平成４年１期    ２    ２    ２ １００  板 倉   １    ５ 

平成４年２期    ３    ３    ３ １００  山 梨   ２    ６ 

平成４年３期    ５    ５    ５ １００  仙 台   ６    ７ 

平成４年４期    ６    ６    ６ １００  板 倉   ８    ８ 

平成４年５期    ２    ２    ２ １００  仙 台   ２    ９ 

 合 計     １８   １８   １８ １００  ☆☆☆  ☆☆    ５ 

１２名 

１０名 



 

    平成５年 

・第１０回 クラブクラス日本選手権  期 間  ４月２９日～５月５日 

                  会 場  板倉滑空場 

                  主 催 （社）日本滑空協会 

                  主 管 （社）日本グライダークラブ 

                  参加機  ２６機 

 

      平成４年度日本船舶振興会補助事業「滑空機安全教育研修会」は、下記のとうり実施した。 

 安全講習会 

     開催日   ７月３日 

     会 場   東京都港区 航空会館 

           参加者   ７０名 

           講 演   和田 繁一 氏 「滑空機の整備」 

                 新妻 東一 氏 「アクロその美しさと怖さ」 

                 松本  学 氏 「航空事故と指導者のモラル」 

 

       実技研修会     板倉滑空場 

       （夏期）補修コース ７月３１日～８月 ２日                     

           上級コース ８月 ３日～１０日                       

           上級コース ８月１１日～１７日                       

           教証コース ８月１１日～１７日                       

 

       （冬期）補修コース １２月２３日～１２月２６日                   ８名 

           上級コース 平成６年１月２日～９日 

           教証コース 平成６年１月２日～９日 

 

 グライダー教室   期  間   １０月３日～平成６年３月６日 

                 開催場所   板倉滑空場 

                 参加人員   ５０名 

 

       座談会開催     会 場    東京都港区 航空会館 

                 １１月１１日「新妻東一氏を囲んで」  参加者 ２２名 

                 １１月１７日「松本 学氏を囲んで」  参加者 １８名 

 

指定養成施設教育実績 

自家用操縦士技能証明（滑空機・上級 課程） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             技 能 審 査 結 果         備       考 

  期 別  入所者数 

            受験者数 合格者数 合格率％ 訓練所 実施月 通産期別  その他 

平成５年１期    ８    ８    ８ １００  板 倉   １   １０ 

平成５年２期    ３    ３    ３ １００  山 梨   ２   １１ 

平成５年３期    ６    ６    ６ １００  長 野   ３   １２ 

平成５年４期    ５    ５    ５ １００  富士川   ５   １３ 

平成５年５期    ２    ２    ２ １００  伊 勢   ６   １４ 

平成５年６期    ４    ４    ４ １００  仙 台   ７   １５  更新時査察 

平成５年７期    ４    ４    ４ １００  板 倉   ８   １６ 

平成５年８期    １    １    １ １００  板 倉   ８   １７ 

平成５年９期    ５    ５    ５ １００  仙 台  １１   １８ 

 合 計     ３８   ３８   ３８ １００  ☆☆☆  ☆☆    ９ 

 ９名 

１０名 

１０名 



 

    平成６年 

・第１１回 クラブクラス日本選手権  期 間  ４月２９日～５月５日 

                  会 場  板倉滑空場 

                  主 催 （社）日本滑空協会 

                  主 管 （社）日本グライダークラブ 

                  参加機  ２９機 （選手 ３１名） 

 

      平成６年度日本船舶振興会補助事業「滑空機安全教育研修会」は、下記のとうり実施した。 

 安全講演会 

     開催日  ７月２日 

     会 場  東京都港区 航空会館 

           参加者  ５０名 

           講 演  阿部  聰 氏 「アマチュアパイロットのための航空生理と健康管理」 

                石川 秀和 氏 「滑空と航空交通」 

                鈴木 康一 氏 「指定養成について」 

 

       実技研修会     板倉滑空場 

       （夏期）補修コース ７月３０日～８月 １日                     

           上級コース ８月 ２日～１２日                       

           上級コース ８月１３日～１９日                       

           教証コース ８月１３日～１９日                     １７名 

           事業コース ８月１３日～１９日                       

           整備コース ８月１７日～２３日                     １１名 

 

       （冬期）補修コース １２月２３日～１２月２５日 

           上級コース 平成７年１月２日～８日                     １５名 

           教証コース 平成７年１月２日～８日  

 

 グライダー教室   期  間  ９月１０日～平成７年２月１８日 

                 開催場所  板倉滑空場 

                 参加人員  ４０名 

 

指定養成施設教育実績 

自家用操縦士技能証明（滑空機・上級 課程） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             技 能 審 査 結 果         備       考 

  期 別  入所者数 

            受験者数 合格者数 合格率％ 訓練所 実施月 通産期別  その他 

平成６年１期    ５    ５    ５ １００  板 倉   １   １９ 

平成６年２期    ２    ２    ２ １００  明 野   ２   ２０ 

平成６年３期    ３    ３    ３ １００  富士川   ５   ２１ 

平成６年４期    ５    ４    ４ １００  板 倉   ８   ２２ 1名熱中症により教育中止 

平成６年５期    ５    ５    ５ １００  富士川  １０   ２３ 

 合 計     ２０   １９   １９ １００  ☆☆☆  ☆☆    ５ 

１６名 



 

    平成７年 

・第１２回 クラブクラス日本選手権  期 間  ４月２９日～５月６日 

                  会 場  板倉滑空場 

                  主 催 （社）日本滑空協会 

                  主 管 （社）日本グライダークラブ 

                  参加機  ２６機 （選手 ３５名） 

 

      平成７年度日本船舶振興会補助事業「滑空機安全教育研修会」は、下記のとうり実施した。 

 滑空機安全に関する講演会 

     開催日  ７月１日 

     会 場  東京都港区 航空会館 

           参加者  ５３名 

           講 演  鈴木 康一 氏 「省令（航空法）改正について」 

                三好 隆史 氏 「空の楽しみ方についての一考案」 

                松本  学 氏 「航空事故と危険な思考パターン」 

 

       実技研修会     板倉滑空場 

       （夏期）補修コース ７月２９日～３０日 

           上級コース ８月 １日～１０日                     １６名 

           教証コース ８月 １日～１０日 

           整備コース ８月１６日～２２日                     １０名 

 

       （冬期）補修コース １２月２３日～１２月２８日                  ６名 

           上級コース 平成８年１月２日～９日 

           教証コース 平成８年１月２日～９日 

 

 グライダー教室   期  間  平成８年１月６日～３月９日 

                 開催場所  板倉滑空場 

                 参加人員  ３０名 

 

指定養成施設教育実績 

自家用操縦士技能証明（滑空機・上級 課程） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             技 能 審 査 結 果         備       考 

  期 別  入所者数 

            受験者数 合格者数 合格率％ 訓練所 実施月 通産期別  その他 

平成７年１期    ７    ７    ７ １００  板 倉   １   ２４ 

平成７年２期    ４    ４    ４ １００  宝珠花   ３   ２５ 

平成７年３期    ３    ３    ３ １００  伊 勢   ５   ２６ 

平成７年４期    ３    ３    ３ １００  仙 台   ６   ２７ 

平成７年５期    ６    ６    ６ １００  静 岡   ６   ２８ 第2回定期監査 

平成７年６期    ３    ３    ３ １００  板 倉   ８   ２９ 

平成７年７期    ２    ２    ２ １００  宝珠花  １１   ３０ 

平成７年８期    ４    ４    ４ １００  仙 台  １１   ３１ 

平成７年９期    ５    ５    ５ １００  板 倉  １２   ３２ 

平成７年10期    １    １    １ １００  板 倉  １２   ３３ 技能証明 ２２５５９ H8.2.20 

 合 計     ３５   ３５   ３５ １００  ☆☆☆  ☆☆   １０ 

７名 



 

    平成８年 

・第１３回 クラブクラス日本選手権  期 間  ５月１日～６日 

                  会 場  板倉滑空場 

                  主 催 （社）日本滑空協会 

                  主 管 （社）日本グライダークラブ 

                  参加機  １９機 （選手 ２６名） 

 

      平成８年度日本船舶振興会補助事業「滑空機全教育研修会」は、下記のとうり実施した。 

 滑空機安全に関する講演会 

     開催日  ６月２２日 

     会 場  東京都港区 航空会館 

           参加者  ５３名 

           講 演  高橋  淳 氏 「パイロット 質と飛行の安全」 

                川田  進 氏 「滑空と航空交通」             

                黒田  勲 氏 「航空と人間の能力」            

 

       実技研修会     板倉滑空場 

       （夏期）補修コース ７月２７日～２９日                      ７名 

           教証コース ７月３０日～８月 6日 

           事業用コース７月３０日～８月 6日 

           上級コース ８月 ８日～１４日                     １２名 

           整備コース ８月１２日～１８日                     １１名 

 

       （冬期）補修コース １２月２３日～１２月２５日                 １０名 

           上級コース 平成９年１月２日～８日 

           教証コース 平成９年１月２日～８日 

 

 航空教室      期  間  ９月７日～平成９年３月８日 

                 開催場所  板倉滑空場 

                 参加人員  ４０名（グライダー） 

                       ９６名（飛   行） 

指定養成施設教育実績 

自家用操縦士技能証明（滑空機・上級 課程） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             技 能 審 査 結 果         備       考 

  期 別  入所者数 

            受験者数 合格者数 合格率％ 訓練所 実施月 通産期別  その他 

平成８年１期    ２    ２    ２ １００  山 梨   ２   ３４ 

平成８年２期    ４    ４    ４ １００  長 野   ５   ３５ 

平成８年３期    １    １    １ １００  仙 台   ６   ３６ 

平成８年４期    ４    ４    ４ １００  長 野   ８   ３７ 

平成８年５期    ３    ３    ３ １００  板 倉   ８   ３８ 

平成８年６期    ５    ５    ５ １００  宝珠花   ８   ３９ 

平成８年７期    ６    ６    ６ １００  富士川  １１   ４０ 

平成８年８期    ５    ５    ５ １００  宝珠花  １２   ４１ 

 合 計     ３０   ３０   ３０ １００  ☆☆☆  ☆☆    ８ 

１７名 

５名 



 

    平成９年 

      平成９年度日本船舶振興会補助事業「滑空機安全教育研修会」は、下記のとうり実施した。 

 滑空機安全に関する講演会 

     開催日  ７月１９日 

     会 場  東京都港区 航空会館 

           参加者  ５０名 

           講 演  米田  洋 氏 「日本版スペースシャトル」 

                石川 秀和 氏 「航空行政とグライダースポーツ」 

                宮田 豊昭 氏 「ヘリコプターの世界とグライダースポーツの世界」 

 

       実技研修会     板倉滑空場 

       （夏期）整備コース ８月１９日～２５日                     １０名 

 

       （冬期）補修コース １２月２５日～１２月２６日 

           上級コース 平成１０年１月２日～８日                     ７名 

           教証コース 平成１０年１月２日～８日 

 

指定養成施設教育実績 

自家用操縦士技能証明（滑空機・上級 課程） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             技 能 審 査 結 果         備       考 

  期 別  入所者数 

            受験者数 合格者数 合格率％ 訓練所 実施月 通産期別  その他 

平成９年１期    ９    ９    ９ １００  板 倉   １   ４２ 

平成９年２期    １    １    ４ １００  仙 台   １   ４３ 

平成９年３期    ３    ３    ３ １００  仙 台   ６   ４４ 

平成９年４期    ３    ３    ３ １００  山 梨   ７   ４５ 第３回定期監査 

平成９年５期    ３    ３    ３ １００  宝珠花   ８   ４６ 

平成９年６期    ２    ２    ２ １００  長 野   ９   ４７ 修了証明第１７７号欠番 

平成９年７期    ５    ５    ５ １００  伊 勢  １０   ４８ 修了証明第１７８－１８２号 

平成９年８期    ４    ４    ４ １００  宝珠花  １２   ４９ 

 合 計     ３０   ３０   ３０ １００  ☆☆☆  ☆☆    ８ 



 

    平成１０年 

      ・グライダー教室 

           期  間  ５月～平成１１年３月 

           開催場所  板倉滑空場 

           参加人員  ２５名 

 

      平成１０年度日本船舶振興会補助事業「滑空機安全教育研修会」は、下記のとうり実施した。 

       滑空機安全に関する講演会 

           開催日  ７月１１日 

           会 場  三重県津市 三重県教育文化会館 

           参加者  ４９名 

           講 演  石川 隆司 氏「グライダーパイロットのための複合材の知識」 

                マイケル・ヘインズ ／ エレーナ・ヘインズ 御夫妻 

                       「ロシアのグライダー事情及びコーカサス山脈のソアリング」 

                鈴木 康一 氏「微小重力の世界とスペースシャトルのファイナルグライド」 

 

       実技研修会     板倉滑空場 

       （夏期）補修コース ７月２５日～２６日 

           上級コース ８月１日～２日、８日～１４日                  １７名 

           教証コース ８月１日～２日、８日～１４日 

 

       （冬期）上級コース 平成１０年１月４日～１０日     

           教級コース 平成１０年１月４日～１０日                   ２３名 

           整備コース 平成１０年１月４日～１０日 

 

指定養成施設教育実績 

自家用操縦士技能証明（滑空機・上級 課程） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             技 能 審 査 結 果         備       考 

  期 別  入所者数 

            受験者数 合格者数 合格率％ 訓練所 実施月 通産期別  その他 

平成10年１期    ２    ２    ２ １００  板 倉   １   ５０ 

平成10年２期    ３    ３    ３ １００  静 岡   ５   ５１ 

平成10年３期    １    １    １ １００  仙 台   ６   ５２ 

平成10年４期    ４    ４    ４ １００  伊 勢   ６   ５３ 

平成10年５期    ３    ３    ３ １００  宝珠花   ８   ５４ 

平成10年６期    ２    ２    ２ １００  仙 台  １１   ５５ 

平成10年７期    ２    ２    ２ １００  長 野  １１   ５６ 

 合  計     １７   １７   １７      ☆☆☆  ☆☆    ７ 



 

    平成１１年 

      ・第１５回 日本滑空選手権     期 間   ３月２０日～３月２７日 

                        会 場   板倉滑空場 

                        主 催  （社）日本滑空協会 

                        主 管  （社）日本グライダークラブ 

                        参加機   １７機 （選手 １７名） 

 

      ・第１４回 クラブクラス日本選手権 期 間   ４月２９日～５月４日 

                        会 場   板倉滑空場 

                        主 催  （社）日本滑空協会 

                        主 管  （社）日本グライダークラブ 

                        参加機   １４機 （選手 １４名） 

 

      ・日本女子滑空選手権プレ大会    期 間   ９月４・５・１８・１９日 

                        会 場   板倉滑空場 

                        主 催  （社）日本滑空協会 

                        主 管  （社）日本グライダークラブ 

                        参加機    ７機 （選手 ７名） 

 

      ・滑空機安全教育研修 

        実技研修会     板倉滑空場 

        （夏期）上級コース ７月１７日～２２日                      ２名 

            教証コース ７月１７日～８月１日の土日                  ５名 

            整備コース ８月１４日～９月４日の土日                  ４名 

 

        滑空機安全に関する講演会 

            開催日   ９月１８日 

            会 場   東京都江東区有明 ＴＦＴホール 

            主 催  （社）日本滑空協会 

                 （社）日本グライダークラブ 

            参加者   １００名 

            講 演   インゴ・レナー 氏 「ソアリング能力の秘密（飛ぶことへの情熱）」 

                  石川 隆司 氏 「続・グライダーパイロットのための複合材の知識」 

                  川島善之 市川展 丸山毅 氏    「世界選手権１９９９の報告」 



 

平成12年度 

 

1. 公益事業 

 

(1) 指定養成施設、滑空機研修会事業 

のべ 21日間にわたって以下の各コースを実施し、計2２名が参加した。 

 

 上級滑空機免許受験コース（Aコース） 

 自家用受験に向けてのべ 6日間、計8名が参加する講習を実施した。 

 9月22～24日、9月29日～10月1日（教官3名、練習生8名） 

 

 指定養成施設 

 自家用受験に向けてのべ 6日間、計6名が参加する指定養成施設を実施し、内6名が自家用滑空機上級免許に合格した。 

 10月27～29日、11月3日～5日（教官4名、練習生6名） 

 

 EMFTコース（緊急操作トレーニング） 

 ヒューマンエラーのメカニズムとコントロール、失速とスピン、パラシュートの知識などの学科実習、および失速、旋回中のスピンの

初動からの回復、異常姿勢からの回復（アクロにならないもの）、緊急操作などの飛行実習を行った。 

 8月16～20日の連続各2日間 

 

 二等航空整備士滑空機上級受験コース（Cコース） 

 のべ７日間、計5名が参加する講習を実施し、内3名が二整（滑）免許に合格した。 

 11月11～12日、18～19日、24～26日（教官2名、練習生5名） 

(2) イベント事業 

日本気球連盟、熱気球グランプリ運営機構と協力し、渡良瀬バルーンレースへのグライダーブースの出展の他、地域の活動へのクラ

ブとしての参加、グライダーの展示、地域の住民の方々との融和・啓蒙活動をはかるための成田空港（日本航空）・航空博物館の見学

会（群馬県板倉町）を実施した。 

 

渡良瀬バルーンレース 2000 

開催日：   4月7～9日 

主催者：   熱気球グランプリ運営機構 

参加市町村： 栃木県、栃木県藤岡町、埼玉県北川辺町、群馬県板倉町 

動員人数：  約50,000人（主催者発表） 

 

00' ドラゴンボートレース IN 渡良瀬遊水地 

開催日：   8月5日 

主催者：   渡良瀬遊水地花火大会実行委員会遊水地部会 

参加市町村： 群馬県板倉町、埼玉県北川辺町、栃木県藤岡町 

動員人数：  約1,000人（主催者発表） 

 

ジャンボジェット機見学会（ＪＡＬ整備工場見学） 

開催日：   9月17日 

主催者：   社団法人日本グライダークラブ 

協力：    日本航空株式会社 

参加者：   約150名 

 

グライダー教室 

開催日：   通年 

主催者：   社団法人日本グライダークラブ 

参加者：   約100名 

 

また、第1回女子日本滑空選手権期間中には、下記の各イベントを併催した。 

（主催：社団法人日本グライダークラブ） 

 



グライダー体験搭乗会/敬老の日記念飛行会 

開催日：   9月9～10日、15日 

趣旨：  グライダー未経験者を対象に、インストラクターとの同乗飛行体験を通じて、グライダーで空を飛ぶ感覚を肌で感じ

ていただき、「空を飛ぶこと」をより身近なものとして捉えていただく。 

 また、生涯スポーツのひとつとして「空を飛ぶこと」を視野に入れていただく。 

 

紙飛行機大会（協力：株式会社エー・ジー） 

開催日：   9月16日 

趣旨：  小学生以下を対象に紙飛行機の製作補助、飛行の原理の簡単な説明、飛行大会を通じて、「空を飛ぶこと」をより

身近なものとして捉えていただく。 

(3) 各種国内競技会、滑空協会協力事業 

社団法人日本滑空協会の主催する各種イベント、競技会、講演会に対し、滑空場の開放を行うと主に、体験飛行の実施、その他の施

設、人員、予算の各面で協力を行い、競技会の活性化を図る結果につながり、多くの関係者、参加者からの好評を得ることができた。 

 

第16回 日本滑空選手権（open、15M、stdクラス） 

開催日：   4月7～9日、14～16日 

主催者：   社団法人日本滑空協会 

後援：    文部省、板倉町、藤岡町、社団法人日本グライダークラブ 

参加人数：  60名（選手、スタッフ） 

 

第14回 クラブクラス日本滑空選手権 

開催日：   4月29日～5月4日 

主催者：   社団法人日本滑空協会 

後援：    板倉町、社団法人日本グライダークラブ 

参加人数：  40名（選手、スタッフ） 

 

第1回女子日本滑空選手権 

日本ジュニア滑空選手権プレ大会 

スポーツクラスプレ大会（藤倉カップ） 

開催日：   9月9～10、15～17日 

主催者：   社団法人日本滑空協会 

後援：    板倉町、社団法人日本グライダークラブ、東京グライダークラブ、他 

参加人数：  60名（選手、スタッフ） 

 

 

2. 飛行実績 

クラブの合理化に伴ない、総発航回数は 2512 回に達した。特に、滑空場の開放によるゲスト飛行、体験搭乗、合宿（学生）などのビジ

ターの増加が見られる。 

 

 

総発航回数  

2512回   うち 飛行機曳航回数   2471回 

M/G自力発航回数    41回 

 

グライダー飛行回数  L-13     392回 

         L-23     658回 

    個人機           923回 

    ビジター      539回 （競技会含む） 

 



平成１３年度  

 

1. 公益事業 

 

(1) 指定養成施設、滑空機研修会事業 

   当クラブ主催により板倉滑空場において下記コースを実施した。 

 

   指定養成施設 

     期   間 ： ６月１５、１６、１７、２２、２３、２４、３０日、７月１日 

     参加人数 ： インストラクター４名、練習生３名 

     概   要 ： ３名が自家用の受験をし、３名とも合格した。 

 

   事業用・教育証明受験コース（Ｂコース） 

     期   間 ： ６月３０日、７月１、２０、２１、２２日 

     参加人数 ： インストラクター２名、練習生３名 

     概   要 ： 教育証明受験に向けて学科、実技の講習を実施、９月に２名受験し２名とも合格した。 

 

   ＥＭＦＴコース（異常姿勢からの回復トレーニング） 

     期   間 ： 平成１３年８月２６日、９月２日の２日間 

     参加人数 ： インストラクター１名、受講者２４名 

     概   要 ： ストール、スピン、サブG、ハンド・シグナルについて座学と飛行実習を行った。 

 

   滑空機二等整備士受験コース（Ｃコース） 

     期   間 ： １１月１７日、１８日、２３日、２４日、２５日、２７日  

     参加人数 ： インストラクター４名、受講者４名 

     概   要 ： 二等整備士（滑空機）受験に向けて学科、実技の講習を実施した。 

                また、内２名が二等整備士（滑空機）を受験し、２名とも合格した。 

 

(2) イベント事業 

   滑空場周辺地域において、滑空団体以外の団体が開催するイベントに参加することにより、 

   地域住民の方々にグライダーをＰＲするとともに、交流を深めることができた。 

    

   渡良瀬バルーンフェスタ ２００１ 

     期   間 ： 平成１３年４月７日、８日 

     開催場所 ： 渡良瀬遊水池運動場 

     開 催 者 ： 渡良瀬バルーンレース組織委員会 

     公   認 ： 日本気球連盟、熱気球グランプリ運営機構 

     後   援 ： 国土交通省利根川上流工事事務所、（財）日本航空協会、栃木県、栃木県藤岡町、 

                藤岡町教育委員会、埼玉県北川辺町、群馬県板倉町、藤岡町商工会、 

                藤岡町観光協会、藤岡町体育協会、藤岡町女性団体連絡協議会、JA藤岡中央、 

                (財)渡良瀬遊水地アクリメーション振興財団、栃木県観光協会、下野新聞社 

     協   賛 ： 本田技研株式会社、パイオニア株式会社 

     協   力 ： （社）栃木県公共嘱託登記土地家屋調査士協会、(社)日本グライダークラブ、 

                スカイダイブ藤岡 

     動員人数 ： 約34,000人（主催者発表） 

     概   要 ： 機体展示（Discus bT）、及び展示飛行（スーパーディモナとASW-19）を行った。 

               また、体験搭乗の募集も行い、２日間で計９名がグライダーでの飛行を体験した。 

 

   陸上自衛隊北宇都宮駐屯地開庁記念祭 

     期   間 ： 平成１３年５月２７日 

     開催場所 ： 陸上自衛隊北宇都宮駐屯地 

     開 催 者 ： 陸上自衛隊航空学校宇都宮分校 

     概   要 ： 機体展示（Discus & LS4）を行い、多数の来場者にグライダーのＰＲを行った。 

 

 



   Ｅボート２００１渡良瀬大会 

     期   間 ： 平成１３年８月４日 

     開催場所 ： 渡良瀬遊水池内、谷中湖（南ブロック） 

     開 催 者 ： 渡良瀬遊水池花火大会実行委員会遊水池部会（板倉町、北川辺町、藤岡町）  

     動員人数 ：  約1,000人（主催者発表） 

     概   要 ： 当クラブから３チームが出場、地元の方々と交流を深めることができた。 

 

   ジャンボジェット機見学会（ＪＡＬ整備工場見学） 

     概   要 ： ９月１１日に米国同時多発テロが発生したため、日本航空株式会社からの 

                申し入れにより中止となった。 

 

   グライダー教室 

     期   間 ： 通年 

     開催場所 ： 板倉滑空場 

     開 催 者 ： （社）日本グライダークラブ  

     参加人数 ： ３４名 

     概   要 ： 多くの方々にグライダーをＰＲするとともに、当クラブの活動について理解いただいた。 

 

(3) 各種国内競技会、滑空協会協力事業 

   社団法人滑空協会の主催する各種イベント、競技会、講演会に対し滑空場の開放を行うとともに、 

   その他の施設、人員、予算の面で協力を行った。これらの活動によって滑空会全体の活性化を 

   図ることができ、多くの関係者、参加者から好評を得た。 

 

   スポーツクラス日本滑空選手権 

     期   間 ： 平成１３年４月２９日、３０日、５月３日、４日、５日、６日 

     開催場所 ： 板倉滑空場 

     開 催 者 ： 日本滑空協会 

     後   援 ： 文部科学省、板倉町、藤岡町、（社）日本グライダークラブ 

     出場者数 ： ２０名（１９機） 

     結   果 ： 優勝  上坂 崇弘    ２位  山口 一善    ３位  磯谷 則昌 

 

   ジュニアクラス日本滑空選手権 

     期   間 ： 平成１３年４月２９日、３０日、５月３日、４日、５日、６日 

     開催場所 ： 板倉滑空場 

     開 催 者 ： 日本滑空協会 

     後   援 ： 文部科学省、板倉町、藤岡町、（社）日本グライダークラブ 

     出場者数 ： ５名（５機） 

     結   果 ： 優勝  谷口 伸之    ２位  茂藤 泰之    ３位  松本 雄一 

 

   ソアリングセミナー２００１ 

     期   間 ： 平成１３年１２月９日 

     開催場所 ： 東京都江東区有明 TFTホール 904室 

     開 催 者 ： （社）日本滑空協会 

     共   催 ： （社）滝川スカイスポーツ振興協会 （社）長野県航空協会 （社）日本グライダークラブ 

     参加者数 ： ６１名 

     テ ー マ ： 1.「日本アルプスへのアプローチ」 

                2.「ナビトラの紹介」 

                3.「これからのグライダー組織（クラブ）運営そして滑空協会に望むこと」 

 

 

以 上 

 



3. その他 

その他、平成 12年度事業計画に従い、安全運航のためのさまざまな活動、並びに財政改善、事務合理化などの経営合理化、健全化、

滑空場施設の整備、拡充を行った。 

 

(1) 財政再建計画の実現の為、遊休資材の整備・売却等を含めた施行要領を策定し実行した。 

 

(2) 事業計画推進のため、より正確で効果的な予実算/キャッシュフロー管理を行った。 

 

(3) 教育内容の充実化と共にインストラクターのレベルアップ・教育方法の統一を目的に教員部会（instructor panel）を設けCFIを選定

した。また、アクロのインストラクター部会を発足させ、アクロ飛行の安全、かつ段階的な再開を計画。 

 

(4) 曳航機のより安全な運航・効果的な騒音対策を目的に曳航部会（tag pilot panel）を充実しレベルアップを図り、後進の養成を行っ

た。 

 

(5) 滑空場施設の拡充（女性宿舎の新設、他）を行った。 

 

以 上 

 

 


